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三学期始業式式辞 

 明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いします。2022 年がスター

トしました。コロナ禍 3 年目、2020 年から続いて、私たちの生活に大きな影響を与えている

新型コロナウイルスの感染拡大は、社会的には廃業や失業等、生活の転換を余儀なくされた方

がたくさん存在しました。一方で飲食配送の「ウーバーイーツ」といった新しい業態の利用が

拡大したり、ロボットが人に代わって接客したり、ヒット曲や有名歌手が SNS から誕生する

など目に見える形で時代の変化、新しい職業形態が身近に感じられます。 

 2022 年の寅年は、「成長」や「始まり」にふさわしい年を意味し、私たちにとっても様々な

新しい芽が「成長する」、新しい日常が「始まる、生まれる」年になることを願い、お互いに

新たな気持ちで 1 年を迎えたいものです。 

 さて、ここで私（校長）の座右の銘でもある「忠恕」という言葉に触れてみたいと思います。

昨年の NHK 大河ドラマで上映された「晴天を衝け」の主人公である渋沢栄一という人を知っ

ていますか。日本の近代経済社会の基礎を築き、実業界のみならず社会公共事業にも多くの業

績を残した人物です。2024 年に紙幣の肖像画が替わり、新しい一万円札の肖像として、渋沢栄一が選ばれたこと

は広く知られているところです。渋沢栄一は、生涯を貫いて「忠恕」を大切にしたと言われています。「忠恕」（私

は父から倣った言葉なのですが）とは、論語の中にある言葉で、「真心と思いやりがあること」「誠心誠意」を表

しています。そして、忠恕の道を歩むには、*1「至誠」と* 2「博愛」の両者が必要であると渋沢栄一は語ってい

ます。昨年 12 月に実施した“人権教室”（沃野第 24 号参照）が終わって、皆さんからは「差別をしない」、「相手

を思いやる広い心」、「しっかり考えて行動する」などの感想等がたくさん書かれていました。誠実で思いやりに

満ちた思いがたくさん皆さんの内側からあふれてきました。これらはまさに忠恕の道につながるものだと思いま

す。新しい時代・社会を創造していくときに最も大切にしなければならないものとして、「忠恕」を忘れない船中

生であって欲しいと思います。また、変化の激しい時代の中でたとえ困難な状況に陥ったとしても、この思いが

きっと皆さん一人一人を導いてくれるでしょう。年明け早々またオミクロン株の登場で、落ち着かない日々が続

いていますが、私たちは「正しく恐れる」ことを幾度となく学んできました。なすべきことをしっかりと行うこ

と、自律した自分をめざして、自分自身や大切な人、周りの人達を思いやることを忘れず行動していきましょう。

以上で始業式式辞といたします。……（本式時は割愛してお話ししました） 

 保護者や地域の皆様、関係の皆様におかれましては、本年も本校の教育にご理解とご支援を賜りま

すよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

*1「至誠」これ以上ないほど誠実であること  * 2「博愛」全ての人を等しく愛すること 

令 和 ４ 年 1 月 ６日 

校 長 宮城 裕子 
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学校教育目標 

○自ら学び,考え,実践する生徒（知） 
○心豊かで,自他を尊び,思いやりのある生徒（徳） 
○健康で,根気強く,たくましい生徒（体） 
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 12月 30日 

昨年末に本校保護

者の吉田祐史さん

と２年生の吉田晴

杜さん親子二人

で、船中の伝統あ

る“炭窯”の修

繕作業を行ってく

ださいました。 

材料のトタン数枚は全て【池村アーク】池村栄三さんか

らの寄贈によるものです。予てより、トタンの老朽化に

よる雨漏れで炭窯の保存状態が悪く、維持・管理の対策 

について PTA会長の池村研二さんや副会長の吉田祐史さんにご相談したところ、池村アークさんのご協力によ

り、今回の修繕が実現いたしました。本事案へのご快諾とご厚意に感謝申し上げます。ありがとうございます。 

                2021年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 6 日（木）新生徒会役員の認証式を行いました。旧生徒

会役員を労うとともに新役員の抱負が述べられました。旧会長

の 3年東洋希さんから新生徒会長の 2年山之内陽咲さんへとバトンが受け渡されました。次年度の新体制にな

っても船中の結束力を発揮して欲しいと思います。その他、新年の各学年の抱負として、1年:伊谷和樹さんか

ら、3学期は集中力と礼儀心得る、2年代表:本原怜さんから、ONと OFFのメリハリをつける、3年:上田脩太   

 さんから、各自の志望校合格へ向けて頑張る、生徒会代表:尾島栖良さんから、授業態度の改善や行事の 

    後始末、自主的・計画的・組織的に行動するなどが述べられました。頑張ろう！船中！ 


